





























































1. MDGsパラダイムの構築―新たな Global Alliance for Development の再
編成
2000 年 6 月、＜国連・ブレトン・ウッズ機構（IMF／世界銀行）・OECD ＞は、A Better









こうして 2000 年 9月に開催された国連ミレニアム・サミットの成果文書―国連ミレニアム





確保する旨が謳われたのである。それは直接的には A Better World for Allの基本理念を反映
するものであった。
ついで 2001 年 9月、Kofi Annan 国連事務総長は、Road map towards the implementation of
the United Nations Millennium Declarationと題する事務総長報告書〔A/56/326〕を国連総会
に提出した。それは、国連ミレニアム宣言で合意された目標およびコミットメントを実行に移
















やがて 2001 年 12月、国連総会は “Follow-up to the outcome of the Millennium Summit” と
題する決議〔A/RES/55/162〕を採択し、「事務総長報告書」（road map）の意義を次のように









そもそもミレニアム開発目標は、「失われた 10 年」（The Lost Decade）と揶揄される 1980
年代を反面教師とし、激動の 1990 年代にその基本的輪郭が形成されたものである。すなわち
1989 年 12 月、OECD／ DAC は、「1990 年代の開発協力」（Development Co-operation in the
1990s）と題する政策ステートメントを採択して、国際政治秩序、ひいては国際経済秩序の地
殻変動に対する基本的な問題意識を明らかにした。
同様に 1990 年 12月、国連総会は、「第四次国連開発の 10 年」（International Development






力の最優先課題は、「失われた 10 年」の再現を回避することである。（4）“The Lost Decade
Ⅱ” の出現を阻止するためには、1980 年代の開発協力パラダイムから訣別して、新たなパラ
ダイムを構築することが不可欠である。（5）新たな開発協力パラダイムへの移行、その実体
化／定式化を確保するためには Global Alliance for Development の再編成が不可欠である。
（6）国際社会は重大な岐路に直面している。それは国際社会自身による主体的な選択／決断を
問うものである。
このような OECD／ DACおよび国連の動き―。それは、1980 年代の開発協力を主導した
「ワシントン・コンセンサス」、すなわち IMF、ひいては世界銀行による構造調整政策
（Structural Adjustment Lending Policy）に対する強烈な異議申し立てであった5)。すなわち、
国連を主たる舞台として 1970 年代の開発協力を主導した新国際経済秩序（NIEO, New
International Economic Order）路線に対する逆襲（反転攻勢）として登場した構造調整路線
は、現実を軽視し、社会的弱者を無視した機械的なケチケチ政策（処方箋）として激しい反発
を招いた。それは「人間の顔をした調整政策」（Adjustment with a Human Face）というス












1995 年 5 月、OECD／ DAC は、「新たな世界的状況の中での開発パートナーシップ」




撲滅を図る＞旨の決意を表明した（総論）。ついで 1996 年 5月、OECD／ DAC は、「21 世紀








議申し立て（挑戦）に対して国連（グローバル・システム）、具体的には Kofi Annan 事務総
長率いる国連事務局（「第二の国連」）は、阿吽の呼吸で迅速かつ積極的に反応した。というの
も 1997 年 1月、Boutros Boutros-Ghali 事務総長の後任として第 7代国連事務総長に就任した
Kofi Annan は、（1）記念すべき新ミレニアムへの移行を目前に控え、国連発足 50周年／記念






およびそのフォローアップとして 1996 年 12月、国連総会で採択された “First United Nations
























































ついで合同開発委員会の翌日に開催された IMF／世界銀行合同年次総会において James D.
Wolfensohn 世界銀行総裁は、“New Directions and New Partnerships” と題する所信表明演説
を行い、次のように強調した。―（1）われわれは、より公正かつ平和な世界の構築という大
義に向けて、貧困の緩和、環境の保護、社会正義の拡大、人権の強化、女性の権利の強化を図
































たのであろうか。Sakiko Fukuda-Parr は、“MDGs as the overarching objective” と題する論




＜legitimized framework ＞としての正当性を獲得した。（3）MDGs は、開発に関する専門

















（1）2001 年 9月 11 日に勃発した「米国同時多発テロ」により、開発途上国を取り巻く状況は
ますます悪化することが予想される。世界銀行グループ、IMF、地域開発銀行、国連諸機関




議（International Conference on Financing for Development）が開催された。会議には 180余





















こうして 2002 年 3月、国連／国際開発資金会議は全会一致で Monterrey Consensus of the











項およびコミットメントの適切なフォローアップに向けて、全力で＜ Global Alliance for
Development＞の構築を図る決意である。（8）われわれは、国連／世界銀行／ IMF／WTO
相互間の協力関係を強化する。
2004 年 6 月、世界銀行と IMF は共同で Global Monitoring Report 2004: Policies and





2005 年 1月、国連ミレニアム・プロジェクト（2002 年発足）は、Kofi Annan 事務総長に対






国政府に対しては大胆な貧困削減戦略―MDG-based poverty reduction strategies―を策定／
実施することが求められた。
2005 年 3月、Kofi Annan 事務総長は In larger freedom: towards development, security and










2005 年 5月、The Millennium Development Goals 2005が創刊された。それは、In larger















2005 年 9月、ニューヨークの国連本部に 170 カ国余の国連加盟国首脳が一堂に会し、国連
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発足 60周年を記念する国連総会／世界サミット（World Summit: High-level Plenary Meeting
of the United Nations General Assembly）が開催された。同サミットは、国連ミレニアム宣言








2006 年 11月、Delivering as one〔A/61/583〕と題するハイ・レベル・パネル報告書がKofi
Annan 国連事務総長および国連総会に提出された。同報告書は、15 名の有識者（Gordon
Brown イギリス蔵相、Louis Michel 欧州委員会委員〔開発協力／人道支援担当〕、Kemal
Dervis／ UNDP総裁、Lennart Bage／ IFAD総裁…等）から構成されるパネルが＜開発・人
道支援・環境＞の分野における国連の「一体性」（System-wide Coherence）確保に向けた改
革案を提示するものであり、“One UN for development” という観点から、“one leader, one
programme, one budget and one office” の重要性が強調された。
2008 年 9月、ニューヨークの国連本部で「ミレニアム開発目標に関する国連総会ハイ・レ
ベル会合」（General Assembly high-level event on MDGs）が開催された。同会合では、“End
poverty 2015：make it happen” という統一テーマのもとに複数のラウンドテーブルが設けら
れ、「2010 年に、ミレニアム開発目標をテーマとする正式のサミット（formal summit on




する会合（Follow-up International Conference on Financing for Development to Review the
Implementation of the Monterrey Consensus）が開催され、ミレニアム開発目標の実現に向け
て、あらゆるステークホルダー（国連システム、世界銀行、IMF、WTO…等）を動員する旨
の決意が披瀝された。
2008 年 9月、MDG Gap Task Force は、Delivering on the Global Partnership for Achieving
the Millennium Development Goals Report 2008を創刊した。そもそもMDG Gap Task Force
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は、（1）Ban Ki-moon 国連事務総長により、（2）ミレニアム開発目標／第 8目標：開発のため
のグローバル・パートナーシップの構築の進捗状況のモニタリングの改善、ひいては＜目標と
実態＞とのギャップの解消を目的として、（3）UNDPおよび国連事務局／経済社会局の主導
のもとに、2007 年 5月、20余の国連諸機関に加えて、世界銀行、IMF、OECD、WTO が参
加して組織されたものであり、同報告書においては、2015 年という達成期限に向けてコミッ
トメントの履行／実施を加速することの必要性が強調された。










2010 年 9 月、「ミレニアム開発目標に関する国連総会ハイ・レベル会合」（High-level
PlenaryMeeting of the General Assembly on the Millennium Development Goals）が開催され
た。同会合には、国連加盟国の国家元首／政府首脳も多数出席して、さながら「MDGs 国連


















行すれば、＜Millennium Development Goals＞は＜Millennium Development Achievements
＞となるであろう。（3）EUは、貧困に対する闘いを最優先課題と位置づけ、当初よりミレニ












（パートナーシップ）を総括した年次報告書（2006 年創刊）では、一貫して＜ EU は、開発／
人権／平和と安全保障の分野における国連の “essential/natural/indispensable partner” であ
る＞と EUを絶賛している14)。同報告書の 2009 年度版では Ban Ki-moon 国連事務総長が初め
て巻頭言を寄せ、EUを国連が志向する＜ effective collective response＞、ひいては多国間主
義における重要なパートナーと位置づけている15)。
こうして EU は、ミレニアム開発目標の達成に向けて、地域レベルにおける Emerging
“Global” Actor として、国連に呼応しつつ、次のように新たなナラティブを紡いでいったので
ある。










（common frame of reference）となっている。（6）EUは、きわめて重要なパートナーである
ブレトン・ウッズ機構および国連諸機関との対話を改善すべきである。（7）EUは、国際場裏
において可能な限り「ひとつの声として発言し」（speak with one voice）、その影響力および
存在感を強化すべきである。
2001 年 5月、ブリュッセル（ベルギー）で第 3回国連最貧開発途上国会議が開催された。




2002 年 3月、モンテレーで開催された国連／国際開発資金会議に出席した Romano Prodi
欧州委員会委員長は、＜世界の 5分の 1の人々が苛まれている絶対的貧困に挑戦することは、




ローアップ作業は、Kofi Annan 国連事務総長が Road map towards the implementation of the






2005 年 3月、欧州理事会は、「2005 年 9月のサミットに向けた準備」と題して、次のように
宣言した。―（1）欧州理事会は、国連事務総長報告書 In larger freedom: towards
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2005 年 4月、欧州委員会は、（1）Speeding up progress towards the Millennium Development
Goals（2）Accelerating progress towards achieving the Millennium Development Goals（3）
Policy Coherence for Developmentと題する 3つのコミュニケーションを矢継ぎ早に発出した。
それは、＜2005 年から 2010 年までのタイムスパンに基づき＞、（1）異なる視点から、しかし
＜ひとつのパッケージ＞（MDG Package）として、（2）ミレニアム開発目標の達成に向けた
EUの貢献を加速しようとするものであった。
2005 年 5 月、EU 閣僚理事会は Millennium Development Goals: EU Contribution to the
Review of the MDGs at the UN 2005 High Level Eventと題する決議を採択し、9月に開催され
る国連総会／世界サミットに向けた EU の最終的な立場を次のように確定した。―（1）EU
は、ミレニアム宣言およびミレニアム開発目標の達成に向けて積極的にコミットする。（2）











2005 年 6月、EUとACP諸国との間に「改訂コトヌ協定」（Revised Cotonou Agreement）
が調印され、前文において＜ミレニアム開発目標が、ACP-EC協力関係の基礎となる＞旨が
強調された。








2005 年 12 月、EU 閣僚理事会、欧州議会、欧州委員会は The European Consensus on





2008 年 4 月、欧州委員会は、The EU ― a global partner for development ― speeding up






2008 年 6 月、欧州理事会は、The EU as a global partner for pro-poor and pro-growth



























2010 年 4 月、欧州委員会は、A twelve-point EU action plan in support of the Millennium
Development Goals〔COM（2010）159 final〕と題するコミュニケーションを発出した。それ
は、2009 年 12月のリスボン条約発効を踏まえて、また 2010 年 9月に開催予定の「ミレニア
ム開発目標に関する国連総会ハイ・レベル会合」を視野に入れて、ミレニアム開発目標の達成
に向けた EUの中期的行動計画を提示するものであり、以下の 12項目にわたり EUが志向す
る具体的な行動（アジェンダ）が提示された。―（1）ODA、（2）効果的な援助、（3）脆弱国
家と脱落国家（off-track state）、（4）政策効果の改善、（5）オーナーシップの強化、（6）＜























…等のグローバル・アクターと OECD／ DAC、ひいては EU という準グローバル・アク




















が 9月 25 日、ニューヨークの国連本部で開催された「持続可能な開発サミット」において、
193 の加盟国による全会一致で採択されました。この重要な開発目標は、国際社会と各国政府
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